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ブランディングに対する取り組みが盛んになっている。 

• コーポレートブランドの記事件数の推移 •ステークホルダーが 

  その会社などに対して            

  抱くイメージのこと。 

 

•無形の資産として  

  大きな影響を与える 
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M&A 
Mergers（合併）and Acquisitions（買収） 
合併買収のことで２つの会社が１つになったり 
ある会社が他社を買うこと 

3 



M&A件数の推移 
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武田薬品工業株式会社 
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2011年にアイルランドの薬品メーカーシャイアを買収 
↓ 

社内コミュニケーション施策に力を入れる 
↓ 

価値観や思考・行動様式のすり合わせが重要！！ 
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何がブランディングに影響を与えているか？ 

製造業の海外売上高比率等の推移 

グローバル化 
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グローバル化が進むと 
↓ 

現地社員（海外従業員）が増える 
↓ 

自社の文化、思考を上手く伝えることが 
成功の鍵になる 

↓ 
企業ブランディングは海外進出するに 

あたって大切な戦略 
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ブランディング活動の共通ステップ 
 
1、ブランド理念の明確化  
 
2、ターゲット顧客と提供価値の設定 
 
3、競合比較 
 
4、ブランド・アイデンティティの策定 
 
5、ブランディングの実践ガイドラインの策定 
 
6、コミュニケーション発信（社内向け、社外向け） 
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1、ブランド理念の明確化 

• 自分たちは何者なのか、どんな価値観を持ってどんな世界を目指
そうとしているのか考える。 

•ブランドに象徴させる土台を作る、材料を揃える 
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2、ターゲット顧客と提供価値 

• 自分たちはどのような人々に対してどのような価値を提供す
るか明確にする。→自己認識を基にターゲット顧客と提供価
値を具体化する。 

•顧客が期待するものは何か？それに対して自分たち
はどうするか？２つのすり合わせが必要不可欠！！ 
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3、競合比較 

• 顧客の選択肢の中で自社ブランドの相対的な位置付けを明確にする。 

•関係性をユニークに差別化する。 
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4、ブランド・アイデンティティの策定 

• 1〜3の情報を厳選、整理してアイデンティティを規定する。 

• アイデンティティは競争優位性につながる→組織にやる気と自
信を与え顧客からの価値を見出され共鳴する。 

 

•一連のブランディング活動の核心部分 
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5、ブランディングの実践、ガイドライン 
  の策定 

•何をどう進めるのかのガイドラインを作る。 

•なぜ、必要か？意義は何かを意識する。 
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6、コミュニケーション発信 
 （社内向け、社外向け） 

•ブランドアイデンティティを社内外に伝えていくため
のコミュニケーション施策を立案。 

•社内向け→冊子やビデオクリップの作成・配布、 

   eラーニングの実施、支店や工場の訪問、社員セミナー 

 

•社外向け→広告、PR活動、ブランドコミュニティの運営 
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6で気をつけること 

•アイデンティティが明確に伝わっているか 

•一貫したメッセージ性があるかどうか 
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•大和ハウス工業                   ・JTB 

• 全員にアンケートを実施し、現状を把握 

 

• コストはかかるが可能な限りくみ取れるの
で従業員の意識は上がる。 
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大和ハウス工業 

• 社員教育の中身がブランド土台に教育するようになった。 

• ブランドのありたい姿を実現するために、個々の
業務の役割が定義され、それを実践出来るような
教育プログラムを作るという流れになった。 
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JTB 

• 旅行会社ではなくて交流文化事業に貢献す
る存在として各地の行政・企業とコラボ
レーションを展開。 

 
• 「ふるぽ」というふるさと納税のサイトを作りPRの
ノウハウのない市町村に指導を行った。 

• 例：鹿児島県大崎町                   

•       人口減少、財政難から2015年に参画し成功 
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JTBのポイント 

•ブランドアイデンティティを設定する。 
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ブランドチャンピオン 

• ブランドに対して責任を持ち、主導的にブランドの旗振り役
をするチームか個人。 

• ブランド・プロジェクトの担当者が役割を担う。 

• プロジェクト推進部署の権限の大きさが大事になる。 
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ブランディング活動を成功させるのに重要に
なるのは経営トップのリーダーシップ 
• トップの健全な危機感の下、ブランドの重要性をどれだけ認識し、
真剣に議論するか。 

• トップの強い覚悟が重要 

• 経営者の姿勢がブランディング活動
の是非に大きく関わる。 

 

 

 

• プロジェクト推進者たちのリーダー
シップも合わせて大事 
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議題 

• 自分自身が経営者だったらどのステップを重要にしますか？ 

 

 

• 自分個人をブランディングする上で大切にしたいステップは
どれになりますか？ 
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